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１・１ 一 般 事 項 

 

  1-1 広告塔概要 

 

      仕上 

         表示面 …  SUS 1.5t 張り 

 

         文 字 …  フィルム貼り   

    

構造    看板体 … アングルブレース構造 

 

        柱  … L―50×50×4   

        基 礎 … ケミカルアンカー  

    

 

  1-2 設計方針 

 

     ⅰ）準拠基準  建築基準法・同施工令及び日本建築学会各種構造計算基準・

同解説 

 

     ⅱ）建物の 8～9階部分に設置する袖看板である。建物との取り合いはケミカル

アンカーである。自重、風荷重を負担させる。 

 

 

 

 

 

 

 

5 



２・荷 重 事 項 

 2-1 固定荷重 

           

看板本体部分  W1 ＝4.0 KN → 4.0/6.185＝0.65 KN/m 

 

ブラケット部分 W2  ＝1.29 KN→ 1.29/6.185＝0.21 KN/m 

 

                    ΣW  ＝5.29 KN                                                      

 2-2 風荷重 

   風力係数    Cf ＝Cpe(内圧は考慮しない) 

 

看板 Cf ＝0.8KZ +0.4 =0.8×1.0＋0.4＝1.2 

KZ ＝{Z/H}2α＝｛31.3/31.3｝0.4＝1 

 

      速度圧 q ＝0.6 E V0       （N/㎡） 

   風圧力   ｑ×Cf   （N/㎡） 

   風荷重   P＝ｑ×Cf×A（N）   A 受圧面積 （㎡） 

 

         設置地域 兵庫県明石市 

         地表面粗度区分 Ⅲ Zｂ＝5  ZG＝450  α＝0.2  V0＝34 

                  P の算定 

          H＝31.3   H ＞Zｂ 

               Eｒ＝1.7(H/ZG)0.2＝1.7(31.3/450)0.2＝1.0 

Gf＝2.5－（H-10）/75＝2.22 

                     E＝Eｒ２・Gｆ＝1.02×2.22＝2.22 

                    ｑ＝0.6×2.22×34２＝1.54KN/m2 

 

  Cf×ｑ＝1.2×1.54＝1.85 KN/m2 

 

風荷重ΣP＝1.85×1.3×6.185＝14.88 KN 

             

 

    

2-3 地震荷重 

  Qｋ＝1.0×5.29＝5.29 KN＜14.88 KN   故に水平荷重は風荷重により決定する 
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３・看 板 体 の 設 計 

 

 

 
3－1 タテ材 

      ωx＝1.85×0.575＝1.07 KN/m    

             M＝1/8×1.07×1.72＝0.39 KN.m 

 

         USE.2L－50×50×4    Z＝2.49×2＝4.98 cm3 

 

M/Zfb＝39/4.98×23.5＝0.34 < 1.0    O.K 

 

3-2 水平材 

↓ΣP 

200 

525 50 

300

1100 

525 

P3 P2 P1 

1.95 

水平力ΣP＝（1.593/2＋0.30＋1.7/2)×1.1×1.85＝3.30 KN 

 

2 構面につき H/2＝3.3/2＝1.65 KN 

 

P1＝1.65×0.525/2×1.10＝0.40 KN 

P2＝1.65×0.525/1.10＝0.79 KN  

P3＝1.65－(0.40+0.79)＝0.46 KN 

             

USE   L-50×50×4 

A＝3.89  i＝0.98  C＝1.37   Z＝2.49 jx ＝30-1.37×2＝27.26 

                Lk＝100   λ＝105/0.98=107→ fc＝7.89×1.5＝11.83 KN/cm2 

                 

N＝(0.46×1.05＋0.79×0.525)/0.273＝3.29 KN                    

σｃ/fc＝3.29/3.89×11.83＝0.10 < 1.0 
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3-3 水平材 ブレース 

Nｔ＝ (0.46＋0.79)×0.61/0.273＝2.80 KN 

 

USE   φ13 

A＝1.33  

              σｃ/fc＝2.80/1.33×23.5＝0.10 < 1.0 

 

3-4 看板と腕の取合ボルト 

    

      M＝0.46×1.05＋0.79×0.525＝0.90 KN.m           

              風   自重 

      ∑Q＝1.65＋0.65×1.95/2＝2.29 KN  

 

ボルト１本に対して                  

              T＝0.9/0.14＝6.43 KN 

 

                                 Q＝2.29/2＝1.15 KN 

          

 

USE. HTB M12    A＝1.13 cm2    To＝1.13×1.5×3.1×9.8＝51.49 KN 

                    ｆto＝1.5×1.5×9.8＝22.05 KN/cm2 

         ｆｓt＝ｆto（1－T/ To）＝22.05（1.0－6.43/51.49） 

                                    ＝22.05×0.87＝19.19 KN/cm2 

                    

∴ τ＝1.15/1.13＝1.02 KN/cm2 < 19.19  O・K 
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４・アンカーボルトの設計 

 

 P＝1.85×1.30×1.95＝4.69 KN  M＝4.69×1.1/2＝2.58 KN         

              風   自重 

      ∑Q＝4.69＋( 0.65＋0.21)×1.95＝6.37 KN  

 

ボルト１本に対して                  

              T＝2.58/2×0.14＝9.22 KN 

 

                                 Q＝6.37/4＝1.60 KN 

  USE. SUS M16    A＝2.01 cm2    Ao＝1.51 

                  

         ｆｔｓ＝1.4ｆto－1.6×τ＝1.4×11.76×1.5－1.6×1.6/1.51 

                                    ＝24.69－1.69＝23.0 

 

                    ｆｔｓ ≦ ｆto より    ｆｔｓ＝11.76×1.5＝17.64 

σｔ＝9.22/1.51＝6.11 KN/cm2  O・K 

 

            ∴ σｔ/ｆｔｓ＝6.11/17.64＝0.35 < 1.0  O.K 

 

ケミカルアンカー引き抜き耐力のチェック 

 

USE.旭化成 ＡＲケミカルセッター 標準サイズ ＡＰ－１６Ｓ 

 

カタログより 

FC＝21 時  ＡＲケミカルセッター 短期許容引張荷重 Rt＝3.37×9.8＝33.02 KN KN   

 

全ねじボルトの短期許容引張荷重 Rt＝3.77×9.8＝36.94 KN> 33.02 KN 

     ゆえに 短期許容引張荷重 Rt＝33.02 KN > 9.22 KN  O.K 

       安全率 33.02/9.22＝3.58 > 3.0          

以上      


